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管
財
課
に
赴
任
し
た
平

成
元
年
度
の
一
年
間
は
、

議
会
対
応
の
傍
ら
、
建
て

替
え
の
先
進
地
で
あ
っ
た

新
潟
県
、
宮
城
県
、
山
口

県
、
沖
縄
県
、
徳
島
県
な

ど
の
県
庁
舎
を
精
力
的
に

視
察
し
、
先
方
か
ら
色
々

と
苦
労
話
な
ど
を
聞
か
せ

て
い
た
だ
く
中
で
、
県
庁

舎
の
建
て
替
え
と
い
う
大

事
業
に
臨
む
心
構
え
を
培

っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
当
時
は
、
Ｏ
Ａ

化
等
の
進
展
が
目
覚
ま
し

く
、
民
間
の
大
型
オ
フ
ィ

ス
な
ど
は
競
っ
て
「
イ
ン

テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
ビ
ル
」
を

合
言
葉
に
建
設
が
な
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　
新
し
い
時
代
に
マ
ッ
チ

し
た
県
庁
舎
を
イ
メ
ー
ジ

し
て
、
情
報
化
の
進
展
等

に
備
え
る
た
め
、
最
先
端

の
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
庁

舎
を
目
指
し
、
４
つ
の
視

点
で
あ
る
、
①
Ｏ
Ａ
（
オ

フ
ィ
ス
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ

ン
シ
ス
テ
ム
）
、
②
Ｂ
Ａ

（
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
オ
ー
ト

メ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
）
、

③
Ｔ
Ｃ
（
テ
レ
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
）
、

④
建
築
環
境
の
快
適
性
の

実
現
に
向
け
て
、
建
築
の

専
門
誌
な
ど
を
頼
り
に
先

進
的
な
民
間
建
築
物
に
つ

い
て
も
情
報
収
集
に
努
め

ま
し
た
。

　
平
成
２
年
（
１
９
９
０
）

４
月
の
人
事
異
動
に
伴
う

組
織
編
成
で
、
よ
う
や
く

総
務
部
に
県
庁
舎
建
設
準

備
事
務
局
が
設
置
さ
れ
、

技
術
職
員
の
仲
間
も
加
わ

り
、
局
長
以
下

人
体
制

（
事
務
６
、
技
術
５
、
兼

務
３
）
で
本
格
的
な
取
り

組
み
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。

　
こ
の
１
年
は
、
県
庁
舎

の
基
本
構
想
策
定
と
次
年

度
の
設
計
発
注
に
向
け
て

の
設
計
条
件
等
の
取
り
ま

と
め
が
主
で
あ
り
、
デ
ス

ク
ワ
ー
ク
が
中
心
で
し
た

が
、
引
き
続
き
、
先
例
県

や
東
京
都
庁
舎
を
は
じ
め
、

民
間
を
含
む
大
型
建
築
の

視
察
調
査
に
出
掛
け
、
新

し
い
県
庁
舎
の
イ
メ
ー
ジ

を
膨
ら
ま
せ
ま
し
た
。

　
県
庁
舎
整
備
に
携
わ
っ

た
期
間
に
お
け
る

視
察
時
の
エ
ピ
ソ

ー
ド
と
し
て
、
沖

縄
県
庁
舎
を
訪
れ

た
際
、
警
察
庁
舎

の
外
観
を
撮
影
し

て
い
た
と
こ
ろ
、

不
審
者
と
し
て
呼

び
止
め
ら
れ
、
身

元
を
確
認
す
る
た

め
鹿
児
島
県
庁
に

問
い
合
わ
せ
を
さ

れ
た
苦
い
思
い
出

が
あ
り
ま
す
。

（
写
真
・
筆
者
提

供
）

看
板
設
置
（
土
屋
知
事
・
局
長
（
当
時
）
）

山口県庁視察

新
潟
県
庁
視
察

穫 覚
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１
９
８
９
年
か
ら
社
員
と
地
域

住
民
ら
が
大
切
に
育
て
て
き
た

＝
姶
良
市
の
日
木
山
川
河
川
敷

　
今
年
も
菜
の
花

が
満
開
。
姶
良
市

の
福
永
建
設
（
福
永
和
則
社
長
）
が

毎
年
恒
例
の
地
域
貢
献
活
動
の
一
環

と
し
て
植
え
て
い
る
菜
の
花
が
同
市

の
日
木
山
川
河
川
敷
に
鮮
や
か
に
咲

き
誇
り
、
春
の
訪
れ
を
待
つ
市
民
ら

の
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
活
動
は
、
１
９
８
９
年
（
平

成
元
年
）
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
も

の
。
Ｊ
Ｒ
日
豊
線
と
国
道

号
の
日

木
山
川
沿
い
約
８
０
０
ｍ
区
間
の
菜

の
花
ロ
ー
ド
で
、
社
員
や
地
域
住
民

ら
が
種
を
ま
き
、
草
取
り
や
追
肥
、

水
ま
き
な
ど
を
行
い
大
切
に
育
て
、

一
帯
は
き
れ
い
な
黄
色
で
彩
ら
れ
た
。

　
福
永
社
長
は
「
３
月
末
ご
ろ
ま
で

見
ご
ろ
。
多
く
の
人
に
足
を
運
ん
で

い
た
だ
き
、
散
策
を
楽
し
ん
で
ほ
し

い
」
と
話
し
た
。
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鹿
児
島
市
に
拠
点
を
置

く
プ
ラ
ン
テ
ム
タ
ナ
カ

（
田
中
義
郎
社
長
）
は


日
、
鹿
児
島
工
業
高
校
が

実
施
し
た
企
業
見

学
で
生
徒
を
受
け

入
れ
た
。
進
路
選

択
を
控
え
る
電
子

機
械
系
２
年
生
約


人
が
参
加
。
地

域
の
水
イ
ン
フ
ラ

を
支
え
る
そ
の
責

務
に
迫
っ
た
。

　
組
織
の
核
と
な

る
技
術
部
署
２
グ

ル
ー
プ
の
作
業
を

見
学
。
製
缶
工
場

で
配
管
の
溶
接
工
程
に
関

し
て
理
解
を
深
め
、
機
械

工
場
で
は
県
内
で
同
社
だ

け
が
唯
一
導
入
し
て
い
る

バ
ラ
ン
シ
ン
グ
マ
シ
ン
の

役
割
と
性
能
に
つ
い
て
学

ん
だ
。

　
ほ
か
、
映
像
視
聴
な
ど

も
交
え
て
創
業
１
０
０
年

を
超
え
る
老
舗
企
業
の
歴

史
、
果
た
す
べ
き
使
命
を

理
解
。
田
中
祐
太
郎
専
務

は
「
（
生
徒
に
）
地
域
の

水
イ
ン
フ
ラ
を
支
え
る
当

社
の
技
術
、
仕
事
の
や
り

が
い
を
感
じ
て
も
ら
え
た

の
で
は
。
今
後
も
自
社
と

業
界
の
魅
力
を
積
極
的
に

発
信
し
て
い
き
た
い
」
と

語
っ
た
。

大
型
ク
レ
ー
ン
を
見
上
げ
る
児
童
ら
＝
南
さ
つ
ま
市
の
現
地

　
県
南
薩
地
域
振
興
局
建

設
部
主
催
、
「
広
域
河
川

改
修
工
事
（
万
之
瀬
川
Ｒ

娃
１
工
区
）
合
併
」
の
現

場
見
学
会
が

日
、
南
さ

つ
ま
市
の
上
ノ
山
橋
現
場

で
あ
っ
た
。
子
供
た
ち
は

災
害
に
強
い
道
路
整
備
や

地
元
で
進
む
橋
梁
の
つ
く

り
方
を
楽
し
く
学
ん
だ
。

　
同
日
は
、
益
山
小
学
校

児
童

人
と
教
諭
ら
が
参

加
。
同
土
木
建
築
課
道
路

建
設
第
一
係
の
兒
島
公
美

子
技
術
専
門
員
は
幅
員
が

狭
い
ほ
か
、

年
が
経
過

し
て
架
け
替
え
が
必
要
と

し
た
理
由
、
橋
の
構
造
、

事
業
概
要
等
を
話
し
た
。

施
工
の
大
江
博
之
現
場
代

理
人
（
上
東
建
設
）
が
仮

桟
橋
や
施
工
手
順
な
ど
を

説
明
。
普
段
は
見
る
こ
と

が
で
き
な
い
仮
桟
橋
も
探

検
し
、
子
供
た
ち
は
興
味

津
々
で
観
察
し
て
い
た
。

　
関
山
智
幸
河
川
港
湾
課

長
は
「
建
設
の
仕
事
は
生

活
の
基
盤
を
整
備
す
る
仕

事
で
、
今
回
は
橋
の
仕
事

を
見
て
体
験
し
て
も
ら
い

た
い
」
と
挨
拶
。
大
江
現

場
代
理
人
は
「
初
め
て
の

橋
梁
建
設
現
場
は
、
子
供

た
ち
に
と
っ
て
貴
重
な
体

験
に
な
っ
た
と
思
う
。
地

元
の
橋
に
愛
着
を
持
っ
て

も
ら
え
れ
ば
幸
い
」
と
話

し
た
。

　
現
場
で
は
、
ク
レ
ー
ン

試
乗
体
験
、
測
量
機
器
を

使
っ
た
ク
イ
ズ
、
ド
ロ
ー

ン
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ

ョ
ン
な
ど
も
あ
っ
た
。

　
県
産
業
資
源
循
環
協
会

（
永
田
雄
一
会
長
）
は


日
、
鹿
児
島
市
の
鹿
児
島

工
業
高
校
の
生
徒
を
対
象

に
出
前
講
座
を
行
っ
た
。

建
設
技
術
系
の
１
年
生


人
が
同
市
の
フ
タ
マ
タ
開

発
（
二
俣
剛
社
長
）
を
訪

れ
、
機
械
化
が
進
む
廃
棄

物
処
理
施
設
を
見
学
。
校

内
で
は
廃
棄
物
処
理
に
関

す
る
講
義
を
通
じ
て
、
業

界
へ
の
理
解
を
深
め
た
。

　
生
徒
ら
は
、
Ａ
Ｉ
に
よ

る
自
動
選
別
を
採
用
し
た

処
理
施
設
の
説
明
を
担
当

者
か
ら
受
け
た
。
同
校
に

戻
っ
て
か
ら
は
、
協
会
青

年
部
協
議
会
の
岩
野
公
志

協
議
会
長
（
指
宿
リ
サ
イ

ク
ル
セ
ン
タ
ー
）
ら
に
よ

る
「
廃
棄
物
の
基
礎
知
識

と
処
理
講
義
」
を
受
講
。

講
師
は
、
一
般
廃
棄
物
と

産
業
廃
棄
物
の
定
義
や
処

理
の
流
れ
を
解
説
し
、
地

球
環
境
や
働
く
人
を
守
る

た
め
に
も
「
分
別
す
る
こ

と
で
資
源
と
し
て
生
ま
れ

変
わ
る
こ
と
が
で
き
る
」

と
力
を
込
め
た
。

　
永
田
会
長
（
永
田
重
機

土
木
）
は
「
リ
サ
イ
ク
ル

を
重
要
視
す
る
動
き
は
、

日
本
だ
け
で
な

く
世
界
的
な
大

き

な

流

れ

。

き
ょ
う
を
き
っ

か
け
に
業
界
に

目
を
向
け
て
も

ら
え
れ
ば
」
と

話
し
た
。

機械化が進む廃棄

物処理施設を見学

＝鹿児島市のフタ

マタ開発
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バ
ラ
ン
シ
ン
グ
マ
シ
ン
に
つ
い
て
学
ん
だ
＝
鹿

児
島
市
の
本
社
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